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平成 24 年 3 月期 配当予想額の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年 3 月期の１株当たり配当予想に関し、平成 23 年 5 月 6 日公表の予想を修正

することと致しましたので、下記の通りお知らせ致します。 
 

 

記 
 

1. 配当予想の修正理由  
当社は、中期経営計画「Brand-new Deal 2012」期間中の株主配当金につきましては、「当社株主

に帰属する当期純利益」が 2,000 億円/年までの部分に対しては連結配当性向 20％、2,000 億円/年
を超える部分に対しては連結配当性向 30％を目処に、実施することとしております。 
 
本日、別途公表の通り、平成24年3月期の通期における「当社株主に帰属する当期純利益」の見

通しを、前年度比約1,200億円の増益となる2,800億円に上方修正致しました。このため、１株当た

りの年間配当額を、実施済みの中間配当と合わせ、前期実績18円より22円の増配となる40円の予

定と致します。これにより期末配当は１株当たり23円50銭の予定となります。 
 
当社は、1990年代末から2000年代初頭における巨額損失処理からの財務体質改善を進めるため、

株主の皆様のご理解も得つつ、内部留保による株主資本の充実、会社競争力の強化を図るととも

に安定的かつ継続的に配当を行うことを昨年度迄の配当の基本的な考え方としてまいりました。

これらに一線を画し、当中期経営計画「Brand-new Deal 2012」期間中においては、「当社株主に帰

属する当期純利益」に連動して明確に配当額を決定し、特に、2,000億円を超える部分に対する還

元割合を増加させることにより、株主の皆様へより積極的に利益還元を行う配当方針としており

ます。従い、本日公表の「当社株主に帰属する当期純利益」の通期見通しを更に上回る利益を達

成した場合には、配当方針に沿ってより一層の利益還元を行うこととなります。今後も収益の拡

大を通じ株主の皆様のご期待にお応えしてまいります。 

 

2. 修正の内容                             

 1 株あたり配当金 
 第 2 四半期末 期末 合計 
前 回 予 想 
（平成 23 年 5 月 6 日公表） 

円 銭
16.50

円 銭
33.00

今 回 修 正 予 想 23.50 40.00

当 期 実 績 16.50

前 期 実 績 
（平成 23 年 3 月期） 9.00 9.00 18.00

（注）上記は、現在入手可能な期待、見積り、予測に基づいており、潜在的リスク、不確実 
な要素、仮定の影響を受けますので、実際の配当額はこれらと大きく異なる結果と 
なる可能性があります。 

 

以 上 


